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市では、令和４年１月に発生した被虐待児童死亡事例の検証を踏まえ、再発防止に向けた取り

組みを行ってきました。この度、児童相談所および一時保護所の更なる業務の質の向上を図る

ことを目的に第三者評価を受審しました。 

 

１ 概要 

岡山市こども総合相談所では、第三者評価の受審を努力義務に定めた児童福祉法第１２条の

規定（※１）に基づき、令和５年度に初めて第三者評価を受審しました。なお、政令指定都市の中で

は、児童相談部門での受審は４例目、一時保護部門は１８例目です。 

 
（※１） 一時保護所の第三者評価については、令和６年４月１日から義務化されています（内閣府令

第２７号「一時保護施設の設備及び運営に関する基準」第４条）。 

 

２ 評価機関 

一般社団法人 日本児童相談業務評価機関（Ｊ－Ｏｓｃｈｉｓ）  

 

３ 主な評価と課題 

（１）良いと評価された事項 

多様な専門職種の配置（児童相談部門）、居室の個室環境（一時保護部門） 

（２）課題とされた事項 

職員実働数の不足、児童虐待相談対応件数の捉え方（児童相談部門）、国の職員配置の基準の

見直しに対応した職員の増員（一時保護部門） 

 

４ 課題とされた事項への対応状況 

▼職員実働数の不足について 

…担当職員を増員（令和5年１０月 ２名、 令和６年４月 ８名） 

▼児童虐待相談対応件数の捉え方について 

…集計方法を変更（※２） 

▼国の職員配置の基準の見直しに対応した職員の増員について 

…児童指導員１名と心理療法担当職２名を配置（令和６年４月） 

 

令和５年度岡山市こども総合相談所の第三者評価の結果について 

お知らせします 



 

 

（※２） 詳細は「令和５年度における岡山市の児童虐待相談対応状況についてお知らせします」の提

供資料にてご確認ください。 

 

５ 評価結果 

詳細は別紙にてご確認ください。 

 

【問い合わせ先】                  
岡山市こども総合相談所  宮野・友田    

直通086-803-2525 内線5592 
 


































